
FS-630
取扱説明書楽拭き ! モップ basic

保証書付き

この度は本製品をお買い上げいただき
まして、誠にありがとうございます。

この取扱説明書をよくお読みの上、
正しくご使用ください。

この取扱説明書は保証書も兼ねて
いますので、お読みになった後も大切に
保管してください。

推奨しております本来の使用用途以外でのご使用により生じた事故・故障・破損などの
責任は負いかねますので、予め下記の注意書きをよくお読みの上ご使用ください。ご使用の前に

●白木などの表面加工のないもの、水を吸う床・うるし塗り
●オイルステイン加工、油性ワックス、半樹脂ワックス処理の床
●火気のある場所
●車

使用できない場所 傷や危険が伴う恐れがあるため、ご使用はお控えください
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本品はご家庭の清掃用品です。本来の用途以外の目的には使用しないでください。
ご使用前に本体及び付属品に破損、欠損や歪み、ヒビ割れなどがないことを確かめてからご使用ください。
商品組み立て、移動に際しては軍手を着用するなど、ケガや事故に充分注意してください。
絞り操作をする際、指などをはさまないようご注意ください。
食器類および食品が直接ふれるところには使用しないでください。
表面がざらついている場所でのご使用は破れや摩耗の原因等になるため避けてください。
硬いゴミが付着したまま本品を使用すると、清掃面に傷がつく恐れがあるため、硬いゴミは取り除いてからご使用
ください。
塗装など柔らかい面には傷をつける恐れがあるため、　目立たない所でお確かめの上ご使用ください。
スポンジが傷むため塩素系漂白剤・カビ除去剤・アルカリ系洗剤の使用はお避けください。
落としたり、ぶつけたり、本体に強い衝撃を与えないでください。
事故、ケガの原因となりますので、分解や修理、改造は絶対にしないでください。
器具の隙間やソケットにヘアピン・針金・可燃物を差し込まないでください。
お子様の玩具には絶対にしないでください。
本体に付着した汚れを落とす際は、水または中性洗剤を含ませ固く絞った布などで拭き取ってください。ベンジン
などの揮発性のものは使用しないでください。
汚水がついたまま長時間放置すると床面や器具をいためたり、臭いやカビの原因になります。
ポール部分に水分や酸などを含んだ汚れを付着させたまま放置しないでください。サビや腐食の原因になります。
使用しない場合は、火気のそばや直射日光、多湿になる場所を避け、風通しの良い場所で保管してください。
自立させて保管する際は必ず平らで水平な場所に置いてください。傾斜や凹凸のある場所、また振動のある場所で
は自立できません。
本体が破損した場合は、直ちに使用を中止してください。
長時間スポンジをつけたままヘッドを収納したままにしていると、スポンジが変形することがあります。機能には
問題ありませんので、手で形を整えてからご使用ください。

使用上のご注意 よくお読みの上、正しくご使用ください



各部名称

組み立て方 ご使用方法

【部品】
  A持ち手用ポール×１
  B支柱用ポール×１
  C絞り機×１

【部位】
  ①ヘッド×１
  ②専用スポンジ×１

A B C

②

①

絞り機の内部

持ち手用ポール

支柱用ポール

支柱用ポール

絞り機

ポールを順番に組み立てます。
※ポールはねじ込み式です。 支柱をしっかり持ったまま、絞り機部分を引き上げると

ヘッドが開いてモップ掛けができるようになります。

絞り機の中にはヘッドと専用
スポンジが収納されています。
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絞り方 スポンジの着脱方法
支柱をしっかり持ったまま、絞り機部分を引き下げると
脱水が出来ます。
水分量によっては１度で絞りきれない場合があります
ので、収納前には何度か繰り返し絞り、水気を切れた
ことを確認してから保管ください。

ヘッドの底面にあるツメ受けに、モップ側のツメを差
し込み、矢印側へ「カチッ」と音がするまでスライド
させ、反対側も同様に行います。

※装着後はしっかりと固定
されていることを確認して
からご使用ください。

取り付け方

モップ面を上に向け、モップとヘッドの間に指を入れ
ます。モップの中央を真上にまっすぐ引き上げると、
モップが外れます。

片側だけが外れた場合は、矢印の方向にモップを
持ち上げると反対側も外れます。

取り外し方

ツメ受け

スライド

ツメ

[ 側面 ]

真上に
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絞る際は、ヘッドに対して絞り機を平行にしてくだ
さい。斜めになっているとヘッドが絞り機に収納
されず脱水できません。

脱水時のポイント


